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新
設
、「
世
界
と
の
連
携
」
に
向
け
て

更
な
る
発
展
の
可
能
性
を
強
調
し
た
。

Jiyu-Kokumin Shinbun

　
総
会
で
は
、
４
月
28
日
に
自
国
連
一

周
記
念
日
の
式
典
を
行
う
と
と
も
に
、

同
連
合
の
組
織
に

つ
い
て
、
政
治
団

体
を
発
展
的
解
消

し
て
、
任
意
団
体

か
ら
一
般
社
会
法

人
化
に
む
け
て
改

組
し
て
い
く
方
針

が
打
ち
出
さ
れ
た
。

復
興
が
必
須
で
あ
る
と
の
確
信
で
し

た
」
と
述
べ
、
自
国
連
の
目
標
と
す
る

「
尊
皇
愛
国
」
の
建
国
の
精
神
復
興
の

重
要
性
を
確
認
し
た
。

　
自
由
国
民
連
合
の
今
後
の
展
望
と
し

て
同
総
裁
は
、
初
年
度
を
「
内
的
基
盤

確
立
」
期
と
位
置
づ
け
、「
理
事
、
執

行
部
を
一
新
し
て
」
次
年
度
を
「
保
守

連
合
設
立
」
に
向
け
た
会
員
拡
大
、
さ

ら
に
「
活
動
基
盤
確
立
」、
国
際
局
の

の
発
表
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。
各
局

の
活
動
報
告
の
あ
と
、
最
後
に
阿
部
正

寿
総
裁
の
講
話
が
あ
っ
た
。

　
阿
部
総
裁
は
講
話
の
中
で
、
昨
年
来

の
１
２
０
日
間
の
入
院
生
活
に
触
れ
、

「
自
由
国
民
連
合
の
あ
る
べ
き
姿
を
熟

考
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
し
、「
混

沌
と
し
た
世
界
に
あ
っ
て
秩
序
を
構
築

し
て
い
く
た
め
に
は
、
我
が
国
古
来
か

ら
の
『
和
』
と
『
ま
こ
と
』
の
精
神
の

　
総
会
は
、参
加
者
全
員
の
国
歌
斉
唱
、

令
和
維
新
宣
言
の
唱
和
に
続
き
、
事
務

局
か
ら
一
年
度
の
決
算
報
告
、
新
役
員

阿
部
正
寿
総
裁
を
囲
ん
で

自
由
國
民
新
聞

尊
皇
愛
国・反
共
救
国・保
守
団
結・国
際
連
帯
──
自
由
国
民
連
合

保守連合を具体的に組織化へ
　
自
由
国
民
連
合
（
自
国
連
、
阿
部
正
寿

総
裁
）
の
２
０
２
２
年
（
２
０
２
１
年
度・

第
１
期
）
年
次
総
会
が
13
日
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
参
加
人
数
を
制
限
し
て
都
内
の
区

民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
同
連
合
は
21
年

４
月
に
設
立
さ
れ
、
会
員
数
の
三
分
の
二

以
上
が
参
加
（
委
任
状
含
む
）、
総
会
は

成
立
し
た
。

自
由
国
民
連
合
年
次
総
会

守
団
結
」
し
て
結
束
す
る
。
中
国
の
台

湾
軍
事
攻
勢
を
想
定
し
て
、
日
本
の
国

土
防
衛
は
勿
論
、
日
米
同
盟
を
基
軸
と

し
た
防
衛
体
制
を
法
律
的
に
も
整
え
る

べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。さ
ら
に
は
、

韓
国
、
台
湾
、
豪
州
、
イ
ン
ド
、
Ｅ
Ｕ

と
連
携
し
て
ロ
シ
ア
、
中
国
、
北
朝
鮮

の
国
際
的
権
威
主
義
、
独
裁
勢
力
の
暴

走
を
阻
止
し
、
勝
利
す
る
ま
で
戦
い
抜

く
の
で
あ
る
。

　
　
プ
ー
チ
ン
大
統
領　

ウ
ラ
ジ
ー
ミ

ル
・
ウ
ラ
ジ
ー
ミ

ロ
ビ
ッ
チ
・
プ
ー

チ
ン
（
１
９
５
２

年
～
）

　

か
つ
て
、
ロ
シ

ア
帝
政
時
代
、「
ラ

ス
プ
ー
チ
ン
」（
１
８
６
９
～
１
９
１

６
）
と
い
う
名
前
の
怪
僧
が
い
た
。
ロ

シ
ア
王
室
に
自
由
に
出
入
り
し
、
政
治

を
壟
断
し
た
。
政
府
は
何
度
か
ラ
ス
プ

ー
チ
ン
を
暗
殺
し
よ
う
と
試
み
た
が
悉

く
失
敗
し
た
。
プ
ー
チ
ン
は
ラ
ス
プ
ー

チ
ン
の
末
裔
と
も
い
わ
れ
、
本
名
は
、

ま
さ
し
く「
ラ
ス
プ
ー
チ
ン
」で
あ
る
。

「
ラ
ス
プ
ー
チ
ン
」
で
は
、
聞
こ
え
が

悪
い
た
め
「
プ
ー
チ
ン
」
と
名
乗
る
よ

う
に
な
っ
た
。

い
る
。
宗
教
や
神
の
摂
理
が
分
か
っ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
Ｄ
Ｓ
と
の
戦
い
は

「
神
の
摂
理
」
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

　
ポ
ス
ト
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
プ
ー

チ
ン
政
権
が
崩
壊
す
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
は
完
全
に
独
立
す
る
。
や
が
て
、
習

近
平
政
権
も
失
墜
す
れ
ば
、
中
国
内
の

ウ
イ
グ
ル
や
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
も

独
立
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
も
解
決
さ
れ
て
い
な
い
少
数
民

族
の
人
権
問
題
に
も
波
及
す
る
の
で
あ

る
。
金
正
恩
政
権
が
崩
壊
す
れ
ば
、
南

北
統
一
、拉
致
問
題
は
解
決
す
る
。我
々

の
真
の
敵
は「
共
産
主
義
」、権
威
主
義
、

独
裁
政
権
で
あ
り
、そ
の
背
後
に
あ
る
、

神
の
摂
理
に
反
逆
す
る
悪
魔
・
サ
タ
ン

で
あ
る
。「
Ｄ
Ｓ
」
問
題
を
判
断
の
中

心
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
の
た
め
に
、我
々
自
国
連
は
、「
尊

皇
愛
国
」
で
日
本
精
神
を
復
興
し
、「
反

共
救
国
」
で
、戦
う
目
標
を
明
確
に
し
、

共
産
勢
力
に
よ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、
分

断
工
作
に
騙
さ
れ
る
こ
と
な
く
、「
保

命
懸
け
で
サ
タ
ン
の
勢
力
と
闘
う
。
国

際
法
を
無
視
し
、
国
際
連
合
憲
章
に
違

反
す
る
プ
ー
チ
ン
政
権
、
プ
ー
チ
ン
を

支
援
す
る
習
近
平
政
権
、
ミ
サ
イ
ル

で
韓
半
島
統
一
を
目
指
す
金
正
恩
政
権

の
打
倒
で
あ
り
、
そ
の
戦
い
の
中
で
、

「
北
方
領
土
」「
竹
島
」
を
奪
還
し
、
尖

閣
諸
島
の
領
有
権
を
確
保
す
る
の
で
あ

る
。
待
っ
て
い
て
も
、
北
方
領
土
、
竹

島
は
戻
っ
て
は
こ
な
い
。

　

保
守
陣
営
に
は
、「
プ
ー
チ
ン
は
デ

イ
ー
プ
ス
テ
ー
ト
（
Ｄ
Ｓ
、
世
界
を
操

る
闇
の
政
府
、
国
際
金
融
資
本
）
と
闘

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
プ
ー
チ
ン
を
支

持
す
る
」
と
い
う
人
が
い
る
。「
Ｄ
Ｓ

云
々
」
に
騙
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。
こ

の
問
題
に
捕
ら
わ
れ
る
と
、
我
々
の
真

の
敵
は
何
で
あ
り
、
何
と
戦
う
の
か
が

わ
か
ら
な
く
な
り
、
Ｄ
Ｓ
の
情
報
操
作

に
利
用
さ
れ
、
保
守
勢
力
の
分
断
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
。
Ｄ
Ｓ
を
主
張
す
る

人
は
、宗
教
で
は
な
い
と
い
い
な
が
ら
、

無
神
論
的
弁
証
法
で
世
論
を
誘
導
し
て

　
世
界
は
一
斉
に
対
ロ
シ
ア
経
済
制
裁

を
発
動
し
た
。
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
（
国
際
銀

行
間
通
信
協
会
）
は
12
日
、
ロ
シ
ア
の

大
手
７
銀
行
グ
ル
ー
プ
を
排
除
し
た
。

ロ
シ
ア
は
ル
ー
ブ
ル
と
ド
ル
の
交
換
が

で
き
な
く
な
り
、
他
の
国
と
の
貿
易
が

出
来
な
く
な
っ
た
。
ル
ー
ブ
ル
は
暴
落

し
、
ロ
シ
ア
に
は
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ

を
迎
え
る
状
況
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
長
期
的
に
見
れ
ば
、
ロ
シ

ア
経
済
は
破
綻
す
る
可
能
性
が
高
い
。

後
ろ
で
ロ
シ
ア
を
支
え
る
中
国
も
、
遠

か
ら
ず
崩
壊
す
る
だ
ろ
う
。

　
世
界
的
繁
栄
と
平
和
を
阻
む
ロ
シ
ア

と
ロ
シ
ア
へ
の
軍
事
支
援
を
す
る
中

国
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
を
行
う
北
朝

鮮
の
背
後
に
は
、
そ
れ
を
動
か
す
「
サ

タ
ン
・
悪
魔
」
が
い
る
。
私
た
ち
は
、

そ
の
黒
幕
の
存
在
を
見
失
っ
て
は
な
ら

な
い
。
我
々
の
目
的
は
、
そ
の
サ
タ
ン

の
排
除
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
自
由
国
民
連
合
の
立
場
を

表
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。我
々
は
、

　
２
月
24
日
未
明
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
国
境
を
ロ
シ
ア
軍

が
越
え
て
始
ま
っ
た
戦
争

は
１
か
月
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
の
両
国
の
戦
闘
は
続
い

て
お
り
、
停
戦
交
渉
も
最
終
的
合
意
に

至
っ
て
い
な
い
。

　
当
初
、
ロ
シ
ア
軍
が
数
日
で
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
首
都
キ
エ
フ
を
制
圧
し
て
ゼ
レ

ン
ス
キ
ー
政
権
を
倒
し
、
親
ロ
シ
ア
政

権
を
樹
立
す
る
の
が
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ

ン
大
統
領
の
目
論

見
だ
っ
た
。
戦
況

が
思
わ
し
く
な
い

た
め
、
焦
っ
た
プ

ー
チ
ン
は
「
核
兵

器
の
使
用
」
を
仄

め
か
し
て
い
る
。
世
界
中
の
防
衛
問
題

の
専
門
家
は
プ
ー
チ
ン
が「
核
兵
器
」を

使
用
す
る
の
で
は
、と
懸
念
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
国
連
総
会
緊
急
特
別
会

合
は
３
月
２
日
、「
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵

攻
」
を
非
難
す
る
決
議
を
１
９
３
か
国

中
１
４
１
か
国
の
圧
倒
的
多
数
で
採
択

し
た
。
そ
れ
で
も
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル

ー
シ
、
北
朝
鮮
、
エ
リ
ト
リ
ア
、
シ
リ

ア
の
５
か
国
が
反
対
、
中
国
、
イ
ン
ド

な
ど
35
ヵ
国
は
「
棄
権
」
し
た
。

主 張

総会を祝して万歳

権
威
主
義
、独
裁
政
権
の
悪
魔
こ
そ
我
々
の
敵

自
由
国
民
連
合
総
裁     

阿
部 

正
寿
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「
１
月
の
名
護
、
南
城
市
長
選
に
続

く
連
勝
だ
」「（
夏
の
参
院
選
、
９
月
の

任
期
満
了
の
県
知
事
選
に
む
け
て
）
大

き
な
弾
み
と
な
る
」

　
自
民
党
の
茂
木
敏
充
幹
事
長
は
27
日

夜
、
中
山
候
補
の
当
選
が
確
実
に
な
っ

た
時
、選
挙
事
務
所
の
モ
ニ
タ
ー
で「
選

挙
イ
ヤ
ー
」
の
沖
縄
県
で
の
選
挙
に
自

信
を
見
せ
た
。
投
票
３
日
前
に
は
「
保

革
優
勢
、
自
公
厳
し
い
」
と
の
風
評
が

市
内
に
広
が
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　
「
オ
ー
ル
沖
縄
・
共
産
党
」
の
チ
ラ

シ
を
ま
い
て
選
挙
戦
を
戦
っ
た
１
月
２

保
革
共
闘
を
揶や

ゆ揄
す
る
。 

　

 

共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は
昨

年
の
衆
院
選
で
「
沖
縄
は
保
革
共
闘
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
」
と
豪
語
し
た
が
、

今
回
、辺
野
古
移
設
は
争
点
に
な
ら
ず
、

オ
ー
ル
沖
縄
を
柱
と
し
た
保
革
共
闘
の

限
界
が
露
呈
し
た
。

　
玉
城
知
事
は
「
一
喜
一
憂
す
る
こ
と

は
な
い
」
と
一
見
強
気
の
姿
勢
を
示
し

て
い
る
が
、
現
状
で
は
連
敗
続
き
だ
。

オ
ー
ル
沖
縄
と
保
革
共
闘
を
ど
う
両
立

さ
せ
て
選
挙
で
戦
う
の
か
ビ
ジ
ョ
ン
が

見
え
な
い
。
オ
ー
ル
沖
縄
・
共
産
党
の

立
て
直
し
が
必
要
の
よ
う
だ
が
、
自
国

連
と
し
て
は
、
オ
ー
ル
沖
縄
・
共
産
党

陣
営
を
徹
底
的
に
叩
い
て
、
参
院
選
、

知
事
選
に
勝
利
す
る
と
と
も
に
、
中
国

の
対
沖
縄
影
響
力
工
作
の
一
掃
に
向
け

て
大
々
的
な
活
動
を
し
て
い
く
。

︻
メ
モ
︼
石
垣
市
長
選
挙
結
果 

中
山
義
隆
（
54
）
１
万
４
７
６
１
票 

砥
板
芳
行
（
52
）
１
万
２
３
０
７
票 

無
効　
３
３
３
票 

投
票
率
＝
70
・
54
％

（
前
回
比
マ
イ
ナ
ス
３
・
01
ポ
イ
ン
ト
）

っ
た
ほ
ど
だ
。 

　
一
方
、
砥
板
氏
を
支
持
す
る
保
革
共

闘
陣
営
は
、「
オ
ー
ル
沖
縄
・
共
産
党
」

と
組
ん
だ
同
氏
に
対
し
、
保
守
層
を
ど

こ
ま
で
引
き
込
め
る
か
が
注
目
さ
れ

た
。
選
挙
戦
で
砥
板
氏
は
陸
自
配
備
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
ず
、
中
山
氏
に

よ
る
長
期
政
権
の
弊
害
と
「
チ
ェ
ン
ジ

市
政
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
前
面
に
押
し

立
て
た
。 

し
か
も
、
政
党
に
推
薦
を

依
頼
せ
ず
、
議
員
の
応
援
は
沖
縄
選
出

の
国
会
議
員
と
県
議
ら
に
限
定
す
る
な

ど
、
革
新
色
を
薄
め
る
よ
う
努
め
た
。 

　

そ
の
上
、「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
顔
で

あ
る
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
、
選
挙
期
間

中
、
一
度
も
石
垣
入
り
し
な
か
っ
た
。

名
護
市
長
選
で
は
選
挙
期
間
中
、
４
度

名
護
入
り
し
た
の
と
は
対
照
的
だ
。「
知

事
は
過
去
３
年
半
の
間
、
ほ
と
ん
ど
石

垣
に
足
を
運
ん
で
お
ら
ず
、
一
定
の
批

判
も
あ
る
。
沖
縄
本
島
ほ
ど
の
人
気
は

な
い
」（
砥
板
陣
営
関
係
者
）
の
が
実

情
の
よ
う
だ
。 

　

沖
縄
出
身
の
金
城
泰
邦
衆
院
議
員

（
公
明
比
例
）
は
、「
左
右
ご
ち
ゃ
ま
ぜ

で
は
何
の
政
治
も
実
現
で
き
な
い
」
と

配
備
は
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
が
主
力
で
、

対
中
国
防
衛
で
極
め
て
重
大
で
あ
り
、

す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
陸
自
駐
屯
地
の

工
事
を
や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

い
う
。

　
「
安
全
保
障
環
境
が
厳
し
い
今
、
予

定
通
り
自
衛
隊
を
配
備
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
中
山
市
長
が
再
選
さ
れ
て
ほ

っ
と
し
て
い
る
」
と
石
垣
市
の
八
重
山

防
衛
協
会
の
三
木
巌
会
長
は
表
情
を
緩

め
た
。 

　
中
山
氏
は
尖
閣
諸
島
の
周
知
・
広
報

に
つ
い
て
も
余
念
が
な
い
。
２
０
１
９

年
に
は
議
会
で
可
決
さ
れ
た
通
り
、
尖

閣
諸
島
の
地
名
に
島
名
を
入
れ
る
字
名

変
更
を
実
施
。
21
年
に
は
字
名
を
明

記
し
た
標
柱
を
制
作
し
た
。
今
年
２
月

に
は
尖
閣
諸
島
海
域
の
環
境
調
査
を
敢

行
。
石
垣
市
と
周
辺
離
島
を
結
ぶ
離
島

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
昨
年
12
月
、「
尖
閣

諸
島
情
報
発
信
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、

尖
閣
諸
島
が
石
垣
市
圏
域
に
あ
る
こ
と

を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
る
。 

中
国

の
海
警
が
尖
閣
周
辺
の
領
海
侵
入
を
繰

り
返
す
中
、
自
治
体
の
長
が
断
固
と
し

て
施
政
権
を
主
張
し
、
行
動
を
起
こ
し

て
い
る
。
対
中
国
の
弱
腰
外
交
の
政
府

は
、
尖
閣
諸
島
へ
の
石
垣
市
標
柱
設
置

を
要
請
し
て
い
る
中
山
氏
に
許
可
を
与

え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
で
も
、
中
山
氏
は
全
国

で
も
早
い
ペ
ー
ス
で
高
齢
者
の
３
回
目

接
種
を
実
施
。
高
齢
者
施
設
や
85
歳
以

上
は
１
月
中
に
終
わ
ら
せ
た
。
石
垣
市

で
演
説
し
た
前
ワ
ク
チ
ン
担
当
相
の
河

野
太
郎
自
民
党
広
報
本
部
長
が
、
石
垣

島
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
先
進
地
区
と
誇

３
日
投
開
票
の
名
護
市
長
選
と
南
城
市

長
選
で
は
自
公
推
薦
の
候
補
が
当
選
。

同
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
八
重
瀬
町
長

選
は
無
投
票
と
な
り
、
事
実
上
の
３
勝

だ
っ
た
。 

　
そ
れ
に
続
く
重
要
な
選
挙
と
な
っ
た

石
垣
市
長
選
で
も
自
公
陣
営
が
勝
利

し
た
。
自
公
陣
営
は
、
４
月
24
日
に
県

第
２
の
都
市
で
あ
る
沖
縄
市
長
選
を
控

え
、
同
市
長
選
を
含
め
、
夏
の
参
院

選
、
秋
の
知
事
選
に
向
け
て
弾
み
を
つ

け
た
。 

　
政
府
、
自
民
党
本
部
が
石
垣
市
長
選

に
注
目
し
た
の
は
、
来
年
度
の
陸
上
自

衛
隊
配
備
と
尖
閣
諸
島
の
施
政
権
維
持

問
題
だ
。
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
を
受
け
て
、
習
近
平
国
家
主
席
の
中

華
人
民
共
和
国
に
よ
る
台
湾
へ
の
軍
事

介
入
が
こ
こ
に
き
て
現
実
味
を
帯
び
て

き
た
。
中
国
の
台
湾
武
力
介
入
は
、
尖

閣
、
八
重
山
軍
事
介
入
と
同
じ
で
あ
る

か
ら
だ
。
日
本
の
領
土
を
い
か
に
防
衛

す
る
か
だ
。

　
陸
上
自
衛
隊
の
配
備
を
容
認
す
る
中

山
氏
は
、
市
長
と
し
て
陸
自
配
備
の
是

非
を
問
う
住
民
投
票
は
提
案
し
な
い
と

明
言
、
こ
れ
に
対
し
、
砥
板
氏
は
住
民

投
票
の
実
施
を
主
張
し
た
。
陸
自
の
幹

部
ク
ラ
ス
に
よ
る
と
、
陸
自
の
石
垣
市

　
任
期
満
了
に
伴
う
沖
縄
県
石
垣
市
長
選
は
２
月
27
日
に
投
開
票
さ
れ
、
無
所
属

現
職
の
中
山
義
隆
氏
（
54
）
＝
自
民
、
公
明
推
薦
＝
が
、
無
所
属
新
人
で
保
革
共

闘
の
支
援
を
受
け
た
前
市
議
の
砥
板
芳
行
氏
（
52
）
に
２
４
５
４
票
の
差
を
つ
て

破
り
、
４
選
を
果
た
し
た
。
自
公
は
今
年
実
施
さ
れ
た
県
内
３
市
長
選
で
全
勝
し
、

夏
の
参
院
選
、
決
戦
と
な
る
秋
の
知
事
選
に
向
け
て
弾
み
を
つ
け
た
。
自
由
国
民

連
合
沖
縄
支
部
は
、
沖
縄
本
島
で
石
垣
市
の
支
持
者
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
選
挙

戦
を
戦
っ
た
。（
沖
縄
支
部
）

　
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

が
進
む
中
、
福
島
県
い
わ
き
市
出
身
で

世
界
的
指
揮
者
の
小
林
研
一
郎
さ
ん
が

主
宰
す
る
「
コ
バ
ケ
ン
と
そ
の
仲
間
た

ち
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
に
よ
る
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
応
援
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
11
日
、
池

袋
西
口
公
園
野
外
劇
場
グ
ロ
ー
バ
リ
ン

グ
シ
ア
タ
ー
で
開
か
れ
、
応
援
に
駆
け

付
け
た
。
集
ま
っ
た
聴
衆
の
中
に
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
国
旗
や
「
ロ
シ
ア
軍
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
反
対
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

平
和
を
」
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ

る
人
も
い
て
、
苦
境
に
あ
る
ウ
ク
ラ
イ

保
革
共
闘
退
け
中
山
氏
４
選

県
知
事
選
へ
自
公
の
勢
い
続
く

ナ
人
へ
の
支
援
の
思
い
輪
が
広
が
っ
た
。

　
冒
頭
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
で
東
京
在

住
の
オ
ペ
ラ
歌
手
オ
ク
サ
ー
ナ
・
ス
テ

パ
ニ
ュ
ッ
ク
さ
ん
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
歌

を
披
露
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
た
。

　

小
林
さ
ん
を
指
揮
者
に
迎
え
、「
コ

バ
ケ
ン
と
そ
の
仲
間
た
ち
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
」
約
90
人
が
弦
楽
器
、
菅
弦
楽
器
ご

と
に
一
階
と
二
階
に
分
か
れ
て
演
奏
。

出
兵
す
る
子
供
を
想
う
母
親
ま
た
は
父

親
の
切
な
い
心
境
を
描
写
し
た
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
民
謡
・
ダ
ニ
ー
・
ボ
ー
イ
（
ロ

ン
ド
ン
デ
リ
ー
の
歌
）、
帝
政
ロ
シ
ア

か
ら
独
立
を
目
指
す
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

人
た
ち
を
勇
気
づ
け
た
シ
ベ
リ
ウ
ス
作

曲
の「
交
響
詩・フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」、

最
後
に
、
同
一
の
リ
ズ
ム
で
２
種
類
の

旋
律
が
繰
り
返
さ
れ
る
有
名
な
ラ
ヴ
ェ

ル
作
曲
の
「
ボ
レ
ロ
」
で
会
場
が
熱
気

に
包
ま
れ
た
。

　
「
こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
人
々
に
対
す
る
思
い
が
音
楽
と
と

も
に
一
つ
に
な
っ
て
届
い
た
と
思
い
ま

す
」
と
小
林
さ
ん
。
会
場
で
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
へ
の
任
意
の
募
金
が
集
め
ら
れ

た
。
小
林
さ
ん
は
今
月
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

に
行
き
、
支
援
金
を
持
参
し
て
ポ
ー
ラ

ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
い
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
避
難
民
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
い

う
。

　
今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
一
般
市

民
が
ロ
シ
ア
兵
の
銃
撃
で
命
を
奪
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
良
心
的
な
ロ

シ
ア
兵
も
少
な
く
な
い
。
彼
ら
は
、

死
を
覚
悟
し
て
投
降
し
、
捕
虜
に
な

る
道
を
選
ん
で
お
り
、
そ
の
数
は

既
に
２
０
０
人
を
超
え
て
い
る
と

い
わ
れ
る
。

　
最
近
、
戦
死
し
た
ロ
シ
ア
兵
士

の
携
帯
電
話
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
兵
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
携
帯

電
話
に
は
、
そ
の
兵
士
と
母
親
と

の
次
の
よ
う
な
メ
ー
ル
の
交
信
が

残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
「
私
た
ち
は
演
習
だ
と
言
わ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

来
れ
ば
、
皆
が
歓
迎
し
て
く
れ
る

と
聞
い
て
い
た
の
に
、
︙
彼
ら
は

装
甲
車
を
止
め
る
た
め
に
、
装
甲

車
の
下
に
飛
び
込
ん
で
く
る
ん
だ
︙

辛
い
よ
、
母
さ
ん
」

　
こ
れ
が
事
実
な
ら
、
青
年
兵
士
の

悲
痛
な
叫
び
だ
。
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ

ン
大
統
領
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
い
る

ロ
シ
ア
人
を
救
出
す
る
た
め
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
と
説
明
す
る
。

し
か
し
、
武
力
で
も
っ
て
国
境
を
変

更
し
た
国
際
法
を
無
視
し
た
ロ
シ
ア

の
蛮
行
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。
ロ

シ
ア
軍
は
首
都
キ
エ
フ
周
辺
で
ウ
ク

ラ
イ
ナ
軍
の
抵
抗
を
受
け
て
、

戦
闘
が
長
期
化
す
る
様
相
を
見

せ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
兵
が
大
義

を
見
い
だ
せ
ず
、
圧
倒
的
な
軍

事
力
を
持
ち
な
が
ら
も
士
気
が

上
が
ら
な
い
ま
ま
、
前
進
で
き

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の

情
報
に
よ
る
と
、ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

大
統
領
は
じ
め
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍

は
命
を
賭
し
て
ま
で
も
自
ら
の

国
を
護
ろ
う
と
戦
っ
て
い
る
。

彼
ら
の
士
気
は
高
い
。
世
界
中

の
在
外
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
、祖
国

を
守
る
為
、
義
勇
兵
と
な
る
た
め
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
帰
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で

命
を
犠
牲
に
し
た
人
々
の
た
め
に
、

一
日
も
早
い
両
国
の
停
戦
合
意
と
平

和
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。（
Ｔ
）

当
確
が
出
て
万
歳
三
唱
す
る
中
山
義
隆
氏

（
前
列
左
か
ら
２
人
目
）

石垣市長選

ウ
ク
ラ
イ
ナ
応
援
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

東
京
池
袋
西
口
公
園
野
外
劇
場
関東ブロック

大義を失ったロシア青年兵

池
袋
で
開
か
れ
た
応
援
コ
ン
サ
ー
ト


